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文
学 、
哲
学

位ω物
理
学
や
精
神

医
学
に
い
た
る
豊
館
な
学
識 、
坂

口
安
吾
や
丸
山
真
男 、
E・
フ
ロ
ム 、

ハ
ン
ナ・
ア
l

レ
ン
ト 、

エ
リッ
ク

・
ホッ
フ
ァ
l

か
ち
D・
リ
ー

ス
マ

ン 、
ス
タ
ン
レ
！・

ホ
フ
マ
ン
に
い

た
る
知
的
系鰭 、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

文
章
と
挑
発
的
な
レ
ト
リッ
ク 、
ま

さ
に
わ
が

国二
十

世紀知
識
人
の
躍

も
優
れ
た
到
達
点
を
示
し
続
け
た

国

LL菅直‘

際
政

治
学
の

永
井
陽
之
助
氏は、
昨

年
末
に
逝
去
さ
れ
て
い
た。
大
き
な

盟
失
で
あ
る。

私
個
人
に
とっ
て
も

永
井
先
生
は

か
け
が
え
の
ない
存
在
で
あっ
た。

私
の
著
告
を
引
用
さ
れ
た
か
ち
と
名

著『
平
和
の
代
償』（
中
央
公
論
社）
を

署
名
入
り
で
贈っ
て
く
だ
さっ
た
の

が一
九
六
七
年
初
顕
だっ
た
の
で 、

も
う
四
O
年
以
上
も
前
の
と
と
に
な

中嶋嶺雄永井陽之助氏をしのぶ
る。
同
告
は、
民
が
在
米
中
に
出
会

っ
た一
九
六二
年
の
キュ
ー

バ
危
機

に
強
い
衝
撃
を
受
け 、
朝
鮮
戦
争
か

ちベ
ト

ナ
ム
戦
争
ま
で
を
見
据
え

て 、
核
時
代
の
日
本
外
交
の
拘
束
と

選
摂
の
有
様
を
示
し
た
力
作
で
あっ

た。
平
和
愉
過
剰
の
わ
が

国
の
雷
愉

界
に
い
わ
ば
現
実
主
畿
の
立
場
か
ち

切
り
込
ん
だ
挑
戦
で
あ
る。

私
が

永
井
氏
に
最
初
に
お
会い
し

た
の
は、
一
九
六
七
年春 、
日
米
知

識
人
会
議へ
の
出
席
を
松
本
重

治
氏

は
私
が
最
年
少
か
つ
最
初
の
訪
米
だ

っ
た
の
で 、
会
議
の
後
に

永
井
氏
と

ワ
シ
ン
ト

ン
D
C
やハ
ー

バ
ー
ド

大

学へ
ご一
緒
さ
せ
て
い
た
だい
た。

中
国
の
文
化
大
革
命
の
余
渡
は、

ま
も
な
く
わ
が

国
の
大
学
紛
争へ
と

連
なっ
て
いっ
た。

東大
の
安
田
鰐

掌
落
城
が
注
目
さ
れ
た
け
れ
ど 、
実

は
東京
教
育
大
と
東
京
外
大
の
紛
争

も
深
刻
で 、
や
が
て
墓原
工
業
大へ

も
波
及
し
て
いっ
た。
私
は
東
外
大

の
教
授
会
代
表
委
員
と
し
て
過
激
派

ト
ナ
ム
戦
争
に
当
て
は
め
て
論
じ
た

『
時
閣
の
政

治
学』
が
あ
る。

乙
う
し
た
旺
盛
な
言
論
活
動
の
な

か
で
の
学
術
的
貢
献
が 、

永
井
主
査

に
よ
る
文
部
省
科
学
研
究
費
特
定
研

究
「

国
際
環
境
の
基
礎
的
研
究」
で

あっ
た。
と
の
共
同
研
究
は、

国
際

的
な
冷
戦
研
究
と
し
て
注
目
を
鎮

め 、
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
世
界

第一
線
の
学者
が
鎮
まっ
た。
そ
の

成
果
が
英
文
で
はコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

出
版
会
か
ら
出
さ
れ 、
わ
が

国
で
は

平
和
論
に
切
り
込
ん
だ
現
実
主
義
者

か
ろ
要
請
さ
れ
た 、

国
際文
化
会
館

で
の
準
備
会
の
と
き
で
あっ
た。
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
パ
l

グ
で
聞
か
れ
た
と

の
会
館
は、
日
本
側
が
笠
信
太
郎 、

集
原
武
夫 、

永
井道
雄 、
加
藤
周一

、

坂
本
義
和
の
各
氏ち 、
米

国
側
が
D

－
リ
l

ス
マ
ン 、
E・
ラ
イ
シャ
ワ

ー 、
ダニ
エ
ル・
ベ
ル 、
ス
タ
ン
レ

l・
ホ
フ
マ
ン 、
R・
ス
カ
ラ
ピ
l

ノ
各
氏
ち
の鍛府
た
る
面
々
で 、
中

国
の
文
化
大
革
命
とベ
ト

ナ
ム
戦
争

が
テ
I

マ
で
あっ
た。
乙
の
会
議
で

学
生
と
対
決
せ
ざ
る
を
得
な
かっ
た

が 、
永
井
民
も
東
工
大
で
入
社
系
を

代
表
す
る
立
場
に
あ
り 、
私
の
東
外

大
で
の
経
験
を
東
工
大
で
揖
演
し
た

と
と
も
あっ
た。
乙
の
学
園
紛
争
を

国
際
的
視
野
で
警
告
と
柔構

造
社
会
と
暴
力』
（
中
公
謹
白）
で

あ
る。
同
じ
中
公
叢
告
に
は
キッ
シ

ン
ジャ
ー

外
交
や
日
中
友
好
外
交
を

批
判
的
に
愉
じ
た
『
多
極
世
界
の
構

造』
、

政
治
的
資
源
と
し
て
の「
時

間」
を「
非
対
称
紛
争」
と
し
て
のべ

永
井
著『
冷
戦
の
起
源』
な
ど
の
「
叢

富
国
際
環
境」
（
中
央
公
論
社）

と
な
り 、

永
井
民
は
日
本

国
際
政

治

学
会
理
事
長
に
も
就
任
さ
れ
た。

当
初
は
現
実
主
義
の
立
場
か
ら
理

想
主
義
者
の
平
和・
安
全
保
障
論
を

鋭
く
批
判
し
た

永
井
氏
だっ
た
が 、

言
論
や
政

治
に
軍事
優
先
傾
向
が
強

ま
る
な
か
で
氏は、
主
に
岡
崎
久
彦

ぷ比mu
愉
戦
を
意
識
し
て
防
衛
輸
を

『
文
盤
春
秋』
に一
年
間
連
載 、
八
四

年
度
文
春
読
者
貨
を
得
て
い
る。

永
井
氏
の一
九
八
五
年
の
東
工
大

最
終
講
義
を
巻
頭
に
し
た
『二
十
世

紀
の
遺
産』
（
文
整春秋）
は、
粕

給一
希
民
と
私
も
お手伝
い
し
た甑

潮
な
編
著
で
あ
り 、
氏
の
人
脈
の
広

さ
を
物
語っ
て
い
る。
そ
と
に
登
場

す
る
高
坂
正
寛
民
も
江
藤
淳
氏も
す

で
に
亡
く 、
神
谷
不二
民
もつ
い
最

近
永
井
氏
の
後
を
追っ
て
急
逝
さ
れ

た。
こ
れ
ら
の
方
々
は、

佐藤
栄
作

政
権
の
時
代
以
降 、
首
席
秘
密
宮・

橋
田
由
民
の
も
と
で
日
中
関
係
や
日

米
関
係
の
方
策
を

永
井
氏
と
と
も
に

提
言
し
た
論
客
で
も
あっ
た。

永
井

氏
が
論
じ
た
軽
武
装・
日
米
同
盟
重

視
の
「
吉
田
ド

ク
ト
リ
ン
は

永
遠
な

れ」
と
の
見
解
が一
部
で
誤
読
さ
れ

て
もい
る
昨
今
だ
り
に 、
民
の一
口

し
た
暫
告
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い。

な
お

永
井
氏は
毎
日
新
聞
社
ア
ジ

ア
鯛
査
会
ア
ジ
ア
研
究
蚕
貝
会
の
代

表
幹
事
と
し
て
も
貢
献さ
れ
た。

（
な
か
じ
ま・
み
ね
お
H

国
際教
護

大
学
長）

は
昨国
語襲
月治
30 学日 者 。
死
去永。井

時
民
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